
















 

緒 言 

 55 年度には夜間保育という特殊な保育形態の実態を調査し,このような特殊は委託育児

は子どもによくない影響があるのではないかを検討した。 

 56 年度には委託育児についての社会の認識や評価を調査した。 

 その結果社会一般の人々は,三歳未満児は家庭で母親によって世話されるのが好ましい

と考え,母親が働いている場合でも家庭で祖父母その他によって育児が代替されることが

好ましいと考えていることが知られたわけである。そして 3才以上になったら,母親が働い

ている場合も含めて,保育所よりも幼稚園で教育を受けさせるのが好ましいと受けとめて

いたのである。三歳未満児の保育所保育は,母子の愛情的結合が稀薄になり,母親としての

自覚がうすれ,子どもの身心の疲労や精神的不安定がデメリットとしてあげられていたの

である。 

 しかし上述のような多数派の意見とは異なる考え方もみられており,夜間保育といって

もその形態は様々であり,子どもはお泊り保育にかなりよく適応していて,お泊り保育がす

ぐに子どもに重大な影響を及ぼすとは云いきれなかったのである。 

 そこで 57 年度は,三歳未満からの早期の委託保育や母親の就労の問題は,より長い期間

で人間形成に及ぼす影響をみて行く必要があろうと考え,またより統制された子どもたち

について検討すべきであると考えたわけである。保育所が今日のように増加したのはこの

20 年くらいの間のことで,また統計的にはこれまで保育所を利用してきたのは,経済的に

は低い階層に片寄る傾向にあったことが,これまでの調査によってもみられているのであ

る。そのため家庭育児か保育所保育かを,条件を統制せずに比較することはできないと考え

たわけである。 


